
豊橋技術科学大学発ベンチャー
株式会社豊橋バイオマスソリューションズ

バイオマス利活用をもっと身近に、より確実に
工学的コンサルティングで
持続性の高いバイオガス事業に！

新技術開発で
誰もが導入可能な技術に！

✔食品廃棄物
✔畜産糞尿
✔有機汚泥

小規模普及型(廉価型)
メタン発酵システム

バイオガス
(エネルギー生産)

シンプルで無駄のない設計で
設備の低廉化を実現

地域分散型(オンサイト型)の資源循環、再生可能エネルギー生産

数百㎏程度
(社員食堂残渣 等)

3～20超トン程度
(畜産農家、小規模中間処理等)

1～3トン程度
(食品工場残渣等)

導入実績…9件(設立前含む)

プラント設計・施工



メタン発酵(嫌気性消化)技術のさらなる普及を目指して

消化液

膜分離
(ＭＦ膜)槽

スラッジ
(メタン生成菌)

高濃度
液肥

再生水
(浄水)

ろ過液

濃縮
(ＲＯ膜)槽

増殖速度の遅いメ
タン菌の流亡を防
ぐ

メタン発酵槽
(中温メタン発酵)

高効率メタン発酵
槽

(高温メタン発酵) 水以外のものは、ほとんど
通過しない膜を使って肥料
成分を濃縮

原料

アンモニア除去槽

固液
分離

アンモニア除去
された発酵液

① 高効率超小型メタン発酵システム

脱硫に
利用

② 本分野での長年にわたる課題である
アンモニア阻害を回避する技術の開発

③ 消化液を高品位液肥化して
資源循環を促進する技術の開発

① 小型でも高効率化により
短時間でメタン発酵可能

② 従来はアンモニア阻害の発生により
 取扱うことができなかった原料・条件での
 運転も可能

③ 肥料成分が高濃度の液肥を製造

他にも
④アンモニア除去の新たな方法
⑤バイオガス中のCO2簡易分離技術
⑥発酵槽(消化槽)アンモニア濃度等の簡易測定(推計)方法



そもそものきっかけは、愛知県豊川浄化センターでの実証試験から
国土交通大臣賞受賞(愛知県・豊橋技大等)

文部科学省 先導的創造科学技術開発費補助金

「バイオマス・ＣＯ２・熱 有効利用拠点の構築」（H23-27年度）

現在開発中の
次世代メタン発酵システムに置換
周辺技術は必要に応じて導入

・小規模普及型メタン発酵技術を核に中小規模の下水処理場を資源循環拠点に
・小規模であればあるほど課題が多くあるが、地域特性に応じたシステムの形を提案
・そのためには、異業種を含め、多くの企業・機関との連携が大切
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